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日本 1~~ 知学会々 見Ij

第 1条 本会l土FI".j，:i菜類学会と称)-る。
J.i~j 2.条 本会l士総'1':の進歩普及を 1'~1 9. fJI:せて会口和正のi割削f~に親睦を関心こと
を目的とする0
m3条 本会はがj条の目的を述ナるために汰の事業を行う，
1. 総会の開催(年l回)
2， ì.~mに関する liJl 究会， ii権利会，採集会等の 11~Hl¥ 
3: ，t矧刊行物の発刊
4， その{也市j条の口的をiきするために必2!fな事業

第 4粂 :<fζ会の事務所は会長が適当と必める場所におく。
第 5条 本会の事業年!支はl刀11'11と始主り， 同年12凡3111に終る。
第 6条 全員は次の3種とする。
L 普通会H'，(藻類に関心をも色、，本会の趣旨に焚問ナ;:， ~õl 人メ lよ I 'Jì体で，役Ll
会の承認す争もの)。
2， .4'，寺子会員・(務学の発達に貢献があり .A.~会の趣旨に賛同する何人で，役11会
の推薦するもの)。
3. 特別会員(本会の趣震に賛同し，本会の発展{こ特に翁:Jjーした個人又は同体で，
役礼会の推薦するもの)。

第 7条 オ本£会に入会するには， 0住]主'Ï凶j万r. 氏巳 4字名~ (1刊川J刊川I(付作{年i咋乍名，)λ，職業を;記己人した
会長に差!山Aすものとする。
第 8条 会Hは毎年会費1800円(，アノ1:.は、1':Iu'Dを前納するものとする。 但し.1'，存
会見(次条に定める名誉会長a:令む)及び特別会員は会民金~しなし‘。外国会Hの
会![ltは2100円とする。
第 9条 本会には次の役員をiiiく。
会長 l名。 幹事務干名。 評議員若干名。 会計民主事21"0
役員一の任期l立2ヶ年とし重任することカ'11¥来る。{旦し，会長と評議はは引続き 3期
選出されることは出来ない。 -
役員選出の規定は別に定め(.>0 ((・j剣第1条~第4条)
本会に1'，誉会長を置くことがH¥来る。
第 10条 会長門会を代表し，会務の余休や統べる。幹事は会長のむを受けて11'ì ;~の
会務を行う。会H監事は前年!立のikJjl財必の状i.lGなどをEt査する。
第11条 評議Hは評議員会を構成し，会の妥務に関し会長のaqill¥Jにあずかる。 評議
民会内会長が招集し，また文;Ii:をも Jて，これに代えることが/1¥米る。
第 12条 本会内正月j刊行物 ri:vihiJを11，，1fll f'PJ1 f し ， 会 i立に 1n~ *，I . C'頒布する。
(付 知J)
第 l条 会長l土問内在住の全会nの投;?:により，会員の I[選で定める(その際評議
員会は参務のため若干名の候補者をj制約mることが出来る')0 !:tf~市町会長が会員中
よ り これを指名委嘱する。会計5i~'JTI t討議 ~1i~の協議によ 9 ，会.ll lj，から選び総会
においてif(認を受ける。
第 2条 評議F匂:NIllは次のニ方法による。
L 各地区7)IJに会員中より選/11される。そのたfJ.:主各地|天11'，とし，会員数ぷ50
f，を越える地区では 501'，までごとに 11'，を加える。
2. 総会において会長・が会H'I'よ日f戸r名を扱薦する。イH.L，そのa放は全評議H
の1/3を越えることは山梨なL、。

地区答Ij;ま次の 7地区とする。
北海道地区。東北地区。関東地区(新潟，長ll!f.11日梨を含む)0Ij'部地1<<:(三n1を合む)。
近絞、地区。中間 .RLJI主l地区。九州地区(jlj'織を含む)0 • 

第 3条 会長， 幹事及び会計般事11:評議nを兼イEすることは/1¥.*ない吋
第 4条 会長およZJllli区選11\の WI日施 lth:~欠nを生じた場{~ f士， liij{l背の残余期/lin欠
点者をもって充当する。
第 5条 会員がバックT-.ンパーを:!<め却ときは各巻180011J，分!日}の均fTは各号 600
円とし，非会ょiの予不購読料1立各号900円とする。
第 6条 本会則は昭和491]:9 j~ 3 11よリj血行ナる。


